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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 准教授 氏名 山下 清香 
 

１．教員紹介・主な研究分野 

行政の保健師の活動を主な研究のテーマとし、住民参加やエンパワーメント、地域ケアシ

ステム、保健師教育について研究している。障害児の療育、地域における生活習慣病予防対

策等に関心をもっている。行政で働く保健師との関わりを大切にしながら、地域における住

民の生活と、行政で働く保健師の視点や判断、援助内容などの実態を明らかにしたい。 
 
２．研究業績 

①最近の著書・論文 

・ 楢橋明子・尾形由起子・山下清香・小野順子．（2015）．神経難病患者の在宅療養のために保

健師が行った関係機関調整技術．日本地域看護学会誌，第18巻第2-3号 
・ 山下清香・尾形由起子・小野順子・手島聖子・楢橋明子・迫山博美．（2015）．地域の介護予

防活動の推進における保健師の役割について－高齢者サロンの世話役および指導員の認識か

ら－．福岡県立大学看護学研究紀要，第13巻第1号 
・ 迫山博美・尾形由起子・山下清香・小野順子・手島聖子・楢橋明子・中村美穂子．（2015）．

地域における高齢者に対する介護予備活動の現状と課題－A 町のふれあい交流活動の分析を

通して－．福岡県立大学看護学研究紀要，第13巻第1号 
・ 増滿誠・藤野靖博・櫟直美・村田節子・渕野由夏・松枝美智子・宮城由美子・鳥越郁代・吉田

静・坂田志保路・山下清香・阿部眞理子・吉田恭子・江上千代美・石村美由紀・吉川未桜・柴

北早苗・原田直樹・杉本みぎわ・浦悠子（2016）．新旧カリキュラムにおける臨地実習での看

護技術習得状況．福岡県立大学看護学研究紀要，第14巻第1号 
・ 尾形由起子・岡田麻里・檪直美・野口忍・山下清香・松尾和枝・眞崎直子・三徳和子（2017）．

終末期がん療養者の満足な在宅看取りを行った配偶者の介護体験．日本地域看護学会誌 20巻

2号 
②その他最近の業績 

<報告書> 

尾形由起子・山下清香・小野順子・手島聖子・楢橋明子・迫山博美（2015）．旧産炭地におけ

る高齢者の介護予防に対するコミュニティ再生に関する研究 平成 26 年度福岡県立大学研究

奨励交付金 プロジェクト研究成果報告書 
<学会発表> 

・ 楢橋明子・尾形由起子・山下清香・小野順子・手島聖子・迫山博美（2015）．高齢者サロン活

動から把握した介護予防ニーズ－支援スタッフの役割機能－．日本公衆衛生学会学術集会．

長崎市 
・ 手島聖子・尾形由起子・山下清香・小野順子・楢橋明子・迫山博美（2015）．高齢者サロン活

動から把握した介護予防ニーズ－世話役住民の役割機能－．日本公衆衛生学会学術集会．長

崎市 
・ 山下清香・尾形由起子・小野順子・手島聖子・楢橋明子・迫山博美（2015）．高齢者サロン活

動から把握した介護予防ニーズ－世話役住民と支援スタッフの認識から－．日本公衆衛生学

会学術集会．長崎市 
・ 金藤亜希子・中谷久恵・山下清香・小川智子（2015）．行政機関で働く新任保健師の成長を支

える職場環境．日本公衆衛生学会総会．長崎市 
・ 矢田貝詩織・尾形由起子・山下清香・小野順子・手島聖子・楢橋明子・中村美穂子・迫山博美

（2016）．地域のソーシャル・キャピタルの醸成へ向けた保健師の支援 9 年間の活動を通し

て．日本公衆衛生学会総会．大阪市 
・ 尾形由起子・坂本知美, 河村真紀代・荒木小百合・荒木優子・山下清香・小野順子・手島聖子・

楢橋明子・中村美穂子・迫山博美（2016）．地域のソーシャル・キャピタル醸成のための自治

会単位で行う介護予防事業の評価．日本公衆衛生学会総会．大阪市    
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・ 田中美智子・江上千代美・近藤美幸・山下清香・長坂猛（2016）性周期の違いによる睡眠時間

と自律神経反応との関係．日本看護研究学会雑誌．つくば市  
・ Kiyoka Yamashita，Hisae Nakatani（2017）．Defining “Community Participation” relative 

to Public Health Nursing Activities．The 20th East Eorrum of Nursing Scholors In Hong 
Kong．Hong Kong 

・ 田中美智子・江上千代美・近藤美幸・山下清香・尾形由起子・長坂猛（2017）．働く更年期女

性の睡眠状態．日本看護研究学会雑誌． 
・ 山下清香・中谷久恵・尾形由起子（2017）．住民参加を促進する保健師の技術に関する文献検

討日本公衆衛生学会．鹿児島 
・ 尾形由起子・岡田麻里・眞崎直子・檪直美・小野順子・山下清香・三徳和子・猪毛尾和美・馬

場順子在宅（2017）．看取りの意思決定支援に対する訪問看護師の意識調査(第 3 報)．日本公

衆衛生学会．鹿児島 
・ 楢橋明子・ 尾形由起子・山下清香・小野順子・手島聖子・中村美穂子（2017）．看護系大学保

健師選択制学生の効果的な教育方法の検討．日本公衆衛生学会．鹿児島 
・ 中川清子・山下清香・ 尾形由起子・小出昭太郎・小野順子（2017）．インスリン療法を勧めら

れ在宅で注射を開始した時期の相違による2型糖尿病患者の特徴．日本公衆衛生学会．鹿児島 
・ 小川智子・中谷久恵,・金藤亜希子・山下清香（2017）．行政保健師のバーンアウトに関連する

要因．日本公衆衛生学会．鹿児島 
③過去の主要業績 

・ 山下清香（2005）．経過観察児の母親のエンパワーメントに関する研究―乳幼児健診のフォロ

ー事業の参加者を通して―．修士論文 
・ 有原一江，安齋由貴子，伊井久美子，右京信治，尾崎米厚，山下清香他６名（2005）．「平成

17年度地域保健総合推進事業：市町村保健活動体制強化に関する検討会」報告書．  
・ 山下清香，尾形由起子，野見山美和，野口藍子（2008）．（平成18～19年度科学研究費補助

金（基盤研究（C））研究報告書「生活習慣病対策における市町村支援活動モデルの開発－保健

師エンパワーメントモデル－」 
 

５．所属学会 

日本地域看護学会，日本公衆衛生学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本糖尿病

教育・看護科学学会，日本公衆衛生看護学会 
  
６．担当授業科目 

専門職連携入門（1単位，1年後期），公衆衛生看護学Ⅰ（2単位，2年後期），専門看護学ゼ

ミ（2単位，3年通年），家族看護学（1単位，3年前期），公衆衛生看護アセスメント論Ⅰ（1
単位，3年後期），統合実習（2単位，4年通年），,卒業研究（2単位，4年通年），公衆衛生

看護学Ⅱ（2単位，4年前期），公衆衛生看護アセスメント論Ⅱ（2単位，4年前期），公衆衛

生看護技術論Ⅰ（2単位，4年前期），公衆衛生看護技術論Ⅱ（2単位，4年前期），公衆衛生

看護学実習Ⅰ（1単位，4年前期），組織協働活動論（2単位，4年後期），公衆衛生看護学Ⅲ

（1単位，4年後期），公衆衛生看護管理論（2単位，4年後期），公衆衛生看護学実習Ⅱ（4単
位，4年後期），地域看護学特論（2単位，大学院），地域看護学演習（2単位，大学院），ヘル

スプロモーション看護学特別研究（2単位，大学院） 
 

７．社会貢献活動 

・ 福岡県「福岡県感染症の診査に関する協議会結核専門部会」委員 
・ 福岡県「田川保健福祉事務所の感染症の診査に係る協議会」委員 
・ 田川市「田川市民健康づくり推進協議会」委員 
・ 田川市「田川市防災会議」委員 
・ 田川市「田川市地域包括ケアシステム推進協議会」委員 
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・ 「第2次福智町地域福祉活動計画評価委員会」委員

９．附属研究所の活動等 

・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任教員

・ オレンジリボン運動


